
ニッポンクラウドワーキンググループ

ＮＣＷＧ年度報告会
設立１４周年講演会

２０２５年１２月３日



ＮＣＷＧ年度報告会、設立１４周年講演会、パーティ兼大忘年会

16:00～16:40

第１４期活動報告会及び第１４期の活動計画報告
会
・２０２５年度活動報告
・２０２６年度活動計画

会長 小堀 吉伸

16:40～17:00
部会活動報告・活動計画
・サムライクラウド部会
・クラウドビジネス推進部会

部会長 野元 恒志
部会長 藤田 浩之

17:00～17:10 事務局報告 事務局 尾鷲 彰一

17:10～17:20 実行委員報告 実行委員 内田 龍（株式会社ブライエ）

17:20～17:35 休憩

17:35～18:35
設立１４周年講演会
「AI社会を支えるクラウド、データセンターの未
来像」

NTTドコモビジネス株式会社
イノベーションセンター IOWN推進室、技
術戦略部門（兼務）
国際大学グローバル・コミュニケーショ
ン・センター 客員研究員
NCWGサムライクラウドサポーター
林 雅之 氏

18:35～18:45 閉会のご挨拶 副会長 野元 恒志

19:00
（開始時間については、会場の設営ができ次第）
１４周年パーティ兼大忘年会



２０２５年度（第１４期）の活動報告

２０２５年１２月３日
ニッポンクラウドワーキンググループ



名称

ニッポンクラウドワーキンググループ
NIPPON Cloud Working Group（ＮＣＷＧ）

設立

2011年 11月1日 設立/活動開始

⮚メンバー企業 ８３社
⮚サムライクラウドサポーター ６人
⮚協賛企業 １９社

ニッポンクラウドワーキンググループ参加構成
（2025年10月時点）



ニッポンクラウドワーキンググループ

２０２５年度スローガン

Beyond the Clouds ！

『クラウドケイパビリティを伸ばし、
クラウドビジネスの質を高める！』



⮚２０２５年度の活動方針
ニッポンクラウドワーキンググループが、クラウド
ビジネス協業に有効な「情報」や「意見交換」のリ
アル・バーチャルの場を提供し、提供した「場」の
上で、参画各社のクラウドケイパビリティの掛け合
わせを起こすことで、新たな『クラウドビジネス協
業』が生まれることを目指します。

さらにクラウドビジネスに有用なネクストテクノロジ
ーの情報提供の場および次世代を担うクラウド人材を
育成する場を提供し、拡張的で持続的なクラウドケイ
パビリティの獲得機会の提供に努める。

結果として、参画各社のクラウドビジネスの質を高め、
日本から発出するクラウドビジネスモデル＝「サムラ
イクラウド」のさらなる拡充を目指す。



２０２５年度実行委員
アクロニス・ジャパン株式会社 後藤 匡貴
株式会社アルティネット 宮原 哲也
株式会社オープンウェーブ 尾鷲 彰一
株式会社クオリティア 佐々木 泰
有限会社シェルンコアテクノロジー 藤田 浩之
有限会社ディアイピィ 野元 恒志
株式会社ドヴァ 井口 和彦/放生 浩一
ビッグローブ株式会社 高橋 誠
株式会社DTS 木村 翠

株式会社ブライエ
大澤 武史/内田 龍/
横手 広樹/水木 真一

株式会社北斗システムジャパン 小堀 吉伸
株式会社レイコム 松尾 光一/吉見 孝信
ニッポンクラウドワーキンググループOB 田邉 義隆

12社+OB会員（18人）



全８０回の会合及びセミナー等の報告書掲載

http://ncwg.jp



☆サムライクラウドサポーター
⮚情報セキュリティ大学院大学 学長 後藤厚宏

⮚国際大学グローバル・コミュニケーション・センター客員研究員林雅之

⮚大阪大学 大学院 理学研究科 准教授 鈴木 譲

⮚次世代宇宙システム技術研究組合 代表理事 山口 耕司

⮚一般社団法人 宇宙エレベーター協会 代表理事(会長) 大野 修一

⮚株式会社DataWisdom 代表取締役 大場 智康 理学博士



２０２５年１０月時点 （敬称略）

2025年度協賛企業
1. GMOグローバルサイン・ホールディングス株式会社
2. ＮＴＴドコモビジネス株式会社
3. カゴヤ・ジャパン株式会社
4. 株式会社リンク
5. スリーハンズ株式会社
6. 株式会社NTTPCコミュニケーションズ
7. ビッグローブ株式会社
8. 株式会社インターネットイニシアティブ
9. 株式会社フューチャースピリッツ
10.株式会社ブロードバンドタワー
11.スターティア株式会社
12.株式会社シーイーシー
13.さくらインターネット株式会社
14.ＮＴＴスマートコネクト株式会社
15.株式会社クララオンライン
16.富士通株式会社
17.ＫＤＤＩ株式会社
18.ＢＢＩＸ株式会社
19.株式会社コンピュート



⮚ 第７６回～第８０回 計５回の会合開催
⮚ 協賛支援セミナー 計２回の開催
⮚ 視察活動
⮚ 各種部会活動
⮚ 関連団体への後援
⮚ 活動報告会開催

２０２５年度の主な活動として

● 会合等のセミナーについては、リアル主導でのハイブ
リッドにて開催（第８０回会合大阪開催はリアルのみ）

● 全８０回開催の会合報告書については、WEBにて掲載



ＮＣＷＧ第１３期活動報告会及び第１４期の活動計画報告会
日 時：２０２４年１２月３日（火）１６：００～

場 所：関東ITソフトウェア健保会館・会議室（大久保） ＋ オンライン（Zoom）

＜第一部＞
１６：００～ 第１3期活動報告会及び第１4期の活動計画報告会
＜第二部＞
１７：００～ 講演会
「量子コンピューティング分野の研究開発の現状と今後」
慶應義塾大学 理工学部物理情報工学科准教授
Quanmatic CTO 量子フォーラム技術担当理事（業務執行理事）
田中 宗（たなか しゅう） 先生

『量子コンピューティング分野の研究開発の現状と今後』

と題して、量子フォーラム技術担当理事（業務執行理事）の
田中先生に、量子コンピューティングの現状と、今後の展望
について、分かりやすくお話いただきました。

＜第三部＞
１９：２０～ ＮCWG１３周年パーティ兼忘年会

２０２５年度活動報告会の開催



１．第７６回 NCWG会合
テーマ：『ランサムウェアを知り、クラウドケイパビリティ

を高める！』
日 時：２０２５年２月１２日（水） １７：００～１９：００

懇親会 １９：３０～２１：３０
場 所：株式会社エル・ティー・エスリンク会議室＋オンライン（Zoom）

【開催概要】
株式会社エル・ティー・エスリンクに会場をご提供いただき、開催しました。

『ランサムウェアを知り、クラウドケイパビリティを高める！』をテーマに、ゲスト講演と
して、一般社団法人日本ハッカー協会 代表理事の杉浦さんに「どこまでクラウド化すれば
ランサムウェア対策になるのか」というタイトルにて、ランサムウェア被害の事例を含め、
対策の勘所についてお話いただきました。

２０２５年度の開催会合(第７６回～第８０回）



２．第７７回 NCWG会合
テーマ：『将来を担うクラウド人材を育て、

クラウドケイパビリティを伸ばす！』
日 時：２０２５年４月１８日（金） １７：００～１９：００

懇親会 １９：３０～２１：３０
場 所：溜池山王 山王パークタワー26F ＋オンライン（Zoom）

【開催概要】
スリーハンズさんに会場をご提供いただき、開催しました。
『将来を担うクラウド人材を育て、クラウドケイパビリティを伸ばす！』をテーマに、まず若
手からの発表として、JIG-SAW 冠さんとユニリタ海蔵さんより「我が社のクラウドケイパビリ
ティ」について発表いただきました。
また、「将来を担うクラウド人材の育成方法！」をテーマにGMOグローバルサイン・ホールデ
ィングスの増田さん、スリーハンズの奥山さん、NTTコミュニケーションズ、および、サムラ

イクラウドサポーターの林さんをパネリストにお迎えし、パネル風ディスカッションを実施い
たしました。

２０２５年度の開催会合(第７６回～第８０回）



３．第７８回 NCWG会合
テーマ：『サムライクラウド部会発表』
日 時：２０２５年６月１１日（水） １７：００～１９：００

懇親会 １９：３０～２１：３０
場 所：関東ITソフトウェア健康保険組合

市ヶ谷健保会館Ｆ室＋オンライン（Zoom）

【開催概要】
『サムライクラウド部会発表』として、サムライクラウド部会で話し合われている２つのトピ
ックについての発表がありました。
１つ目の発表は「Zero Trust Architecture その後（3回目）」というタイトルで、株式会社コンピ
ュートの福原さんにお話いただきました。
２つ目の発表は「AI Agentに必要な最後のピースとは？〜 AGIに必要なもの〜」というタイト
ルで、株式会社テッキーズポッドの戌亥さんにお話いただきました。

２０２５年度の開催会合(第７６回～第８０回）



４．第７９回 NCWG会合
テーマ：『生成AIでクラウドケイパビリティを伸ばし、

サムライクラウドを実現する！』
日 時：２０２５年９月３０日（火） １７：００～１９：００

懇親会 １９：３０～２１：３０
場 所：関東ITソフトウェア健康保険組合

市ヶ谷健保会館 Ｆ室＋オンライン（Zoom）

【開催概要】
「生成AIでクラウドケイパビリティを伸ばし、サムライクラウドを実現する！」をテーマに、
クラウドビジネス推進部会からの発表として、普段部会にてとりあげている生成AIのトピック
の中でも、最近注目されているMCP（Model Context Protocol）、および、A2A (Agent-to-Agent)
の活用について発表を行いました。
また、クラウドビジネス推進部会の参加メンバーの４社に発表いただきました。
１：「クラウドビジネスサロンに参加してAIと仲良くなろう」

株式会社ビッグローブ 高橋 誠 氏
２：「アシロボのAI活用をアシロボ開発者に聞いてみた。」

株式会社ドヴァ 井口 和彦 氏
３：「Teasy AIエージェントと描く、AIが共に働く未来」

Fullon株式会社 田上 真也 氏
４：「受託開発・運用保守におけるMCPサービス利用事例」

株式会社アルティネット 牛草 進 氏／江原 司 氏

２０２５年度の開催会合(第７６回～第８０回）



２０２５年度の開催会合(第７６回～第８０回）

５．第８０回 NCWG会合（大阪開催）
テーマ：『生成AIの現在地を深掘りし、

クラウドケイパビリティを伸ばす！』
日 時：２０２５年１０月３１日（金）１５：００～１８：００

懇親会 １９：３０～２１：３０
場 所：GMOグローバルサイン・ホールディングス株式会社 大阪支社

【開催概要】
GMOグローバルサイン・ホールディングスさんに会場をご提供いただき、開催しました。
「生成AIの現在地を深掘りし、クラウドケイパビリティを伸ばす！」をテーマに開催しました。
GMOグローバルサイン・ホールディングスの大浦さんから、ALTUS Advanceのサービスの詳細
についてお話いただきました。
小島さんから「GMOなりすましメール対策支援サービス」についてと、「AI活用で加速する生
産性革命」と題してGMOさんの生成AI活用の取り組みについてお話いただきました。
講演では、XNOVAの八鳥さんから、、AIでのロボット制御に関する現在地について、テッキー
ズポッドの戌亥さんから、生成AIのいくつかのトピックを挙げ、それらの現在地についてお話
いただきました。



■２０２５年５月２２日（木）１７：００～１８：３０
さくらインターネット株式会社主催
テーマ：『ソブリンクラウドとさくらインターネット社の

サービスを知り、クラウドケイパビリティを伸ばす！』

２０２５年度協賛支援セミナー

協賛支援セミナー ①



■２０２５年７月２３日（水）１７：００～１８：３０
株式会社リンク主催
テーマ：『クラウドケイパビリティで切り拓く新時代のIT運用管理

～リンク社のDMARC・SES管理サービス実践～』

２０２５年度協賛支援セミナー

協賛支援セミナー ②



２０２５年度視察概要

視察会の実施
さくらインターネット株式会社 石狩DC視察会
【日時】２０２５年９月５日（金） １３：００～１５：３０

【場所】北海道 石狩

さくらインターネットさんのご厚意により、石狩DCの視察会を開催いたしました。



⮚２０２５年度活動部会
• サムライクラウド部会
• クラウドビジネス推進部会

✔ 部会活動については、オンラインとの併用で
定期的な活動を行いながら、成果としてのア
ウトプットを行う。

✔ 共同部会開催により密に連携を図り、より効
率的に成果がアウトプットできるように努め
る。



２０２５年度の部会活動
■各部会のポジショニング

※「ビジネス」と「技術」、「機能」と「サービス」の二軸から会の活動範囲を表出

機能

サービス

技術
クラウドビジネス
推進部会

ビジネス
サムライクラウド

部会



関連団体への後援

後援活動として以下を実施いたしました。

⮚ NPO法人JASIPA主催
ICT総合展示会「JASIPA協業フェア2024」
（２０２４年１１月２９日）

⮚ 一般社団法人 日本インターネットプロバイダー協会
クラウド部会 主催
「JAIPA Cloud Conference」への後援



新ノベルティー

新しく、NCWGのノベルティを作成しました。

持ち手にウイスキー樽のオーク材を贅沢に使用したピュアモルトの
ボールペンで、使うほどに手に馴染み、熟成の風格と自然な温もり
を感じながら、毎日の筆記をより豊かなものにしてくれる一本です。



会合等の運営を円滑に進めるため、毎月、理事会およ
び実行委員会を実施しております。

理事会および実行委員会開催



２０２６年度（第１５期）の活動計画

２０２５年１２月３日
ニッポンクラウドワーキンググループ報告会



⮚２０２６年度役員および理事
会長 小堀吉伸（株式会社北斗システムジャパン）
副会長 藤田浩之（有限会社シェルンコアテクノロジー）
副会長 野元恒志（有限会社ディアイピィ）
理事 尾鷲彰一（株式会社オープンウェーブ）
監事 大澤武史（株式会社ブライエ）
事務局 尾鷲彰一（株式会社オープンウェーブ）

⮚各部会役員
■サムライクラウド部会
部会長 野元恒志（有限会社ディアイピィ）

■クラウドビジネス推進部会
部会長 藤田浩之（有限会社シェルンコアテクノロジー）



ニッポンクラウドワーキンググループ

２０２６年度スローガン

Beyond the Clouds!
and

Advance the “SAMURAI CLOUD”.
「サムライクラウド」を積極的に進歩させる

『クラウドケイパビリティを重ね合わせ、
クラウドビジネスの可能性を拓く！』



ニッポンクラウドワーキンググループとしての

「クラウドサービス」の定義

『インターネットを介して
利用する経済的な価値提供
機能』



クラウドケイパビリティとは
『企業が得意とするクラウド提供能
力およびクラウド利活用能力』

ケイパビリティ（Ｃapability）
⮚ 高い品質や迅速なスピードなどライバル企業よりも優
位に立てる能力

⮚ 企業全体が持つ組織的な能力

⮚企業が得意とする能力
⮚ 企業成長の原動力となる組織的な強み能力
⮚ 他社との差別化を図り持続的に競争に勝つ能力



⮚２０２６年度の活動方針
ニッポンクラウドワーキンググループが、クラウドビジネス
協業に有効な「情報」や「意見交換」のリアル・バーチャル
の場を活発に提供し、提供した「場」の上で、参画各社のク
ラウドケイパビリティの掛け合わせを起こすことで、新たな
『クラウドビジネス協業』が生まれることを目指す。

さらに最新鋭なクラウドテクノロジーの活用と、次世代を担
うクラウドヒューマンリソース（CHR）の育成を促進し、参画

各社間のサービス・アプリケーション連携、および、クラウ
ドビジネスモデル連携を促進することによって、持続的かつ
積極的なクラウドケイパビリティの獲得と開拓機会の提供に
努める。

結果として、クラウドビジネスの可能性を拓き、日本から発
出するクラウドビジネスモデル＝「サムライクラウド」のさ
らなる拡充を目指す。



サムライクラウド
✔ 日本から発出するクラウドビジネ
スモデルの構築を意義としての

「サムライクラウド」

✔ ＩＤやアプリケーション、ＵＩ、
ＤＡＴＡ連携など日本から発出で
きるクラウドサービスの技術的意

義としての「サムライクラウ
ド」



⮚クラウドケイパビリティ向上のために
• クラウドビジネスに有用な幅広い知識に触れる場
を提供する

• クラウドビジネス・テクノロジーの知識を深掘り
するための場を提供する

• 参画各社どうしの「強み」が繋がる場を提供する

⮚「場」を提供することで
• 「個」としてのクラウドケイパビリティの向上
• 「組織」としてのクラウドケイパビリティの向上
• 「組織群」としての相乗的なクラウドケイパビリ
ティの向上の実現に繋げる。



⮚活動目的として
• クラウドサービスの利便性向上によるク
ラウドビジネスモデルの価値拡大

• クラウドビジネスモデルの新たな価値開
拓

• クラウドビジネスモデルの陳腐化の防止
• クラウドケイパビリティの劣化の防止

参画各社のクラウドケイパビリティの掛合せ相乗効

果（結）を基に、クラウドビジネスモデル（＝サムラ
イクラウド）の質（実）の向上と価値拡大により、日
本のクラウドビジネスの市場を少しでも広げること
(結実)を目指す。



⮚会の在り方として
ベンダーニュートラルな立ち位置だからこそ可能な
グランドクラウド構想を促進し、クラウドサービス全般
の「利便性の向上」と「利活用の促進」に努める。

さらに会の活動を通して、参画各社の“知らない”こと

によるクラウドビジネスの機会損失の防止に努める。

会の参加構成については、基本的にクローズドでの利
点を活かすことで、参画各社のアクティビティと質を高
めながら、参画各社に有効なビジネス交流の機会を増や
すことに努める。

会の規模については、引き続き緩やかな拡大を目指す。



グランドクラウド構想
✔ サムライクラウドの理念を基軸に、

ニュートラルな立ち位置から、
あまねくクラウドサービスの技術
的、ビジネス的連携と、さらに人
的連携を実現し、全てのクラウド
サービスを統合的に利用可能とす
ることで、あらゆる利用者にとっ
て高い価値と利便性をもたらす



参加者から参画者へ
参画者として会の活動に関わっていただく
ことで、自社の強みを表出していただき、
他の参画者との交流を通して、相乗的なク
ラウドビジネスの価値を創りだす。

結実として、日本のクラウドビジネスマー
ケットの拡大と質の向上に貢献できると考
える。



会員種別

①正会員
②メンバー会員
③協賛会員
④OB会員
⑤サムライクラウドサポーター

⑥一般会員（2025年12月より）
クラウドにかかわる業務を営む個人であって、且つ正会
員の２名以上及びメンバー会員の１名以上からの推薦を
得た個人の内、会費規定に定めた所定の会費を納め、
且つ本規約に同意した議決権を有さない会員。



会 長

副会長

総会

理事会
監 事

事務局

顧 問

研究部会部会長

NCWG組織図

委員会

⮚広報委員会

⮚アライアンス委員会

⮚組織拡充委員会

研究部会
⮚ サムライクラウド部会

⮚ クラウドビジネス推進部会 実行委員会
（メンバー・協賛・

サムライクラウドサポーター・
OB・一般）



２０２６度実行委員

株式会社アルティネット 宮原 哲也

株式会社オープンウェーブ 尾鷲 彰一
株式会社クオリティア 佐々木 泰
有限会社シェルンコアテクノロジー 藤田 浩之

有限会社ディアイピィ 野元 恒志

株式会社ドヴァ 井口 和彦/放生 浩一
ビッグローブ株式会社 高橋 誠

株式会社ブライエ
大澤 武史/内田 龍/
横手 広樹/水木 真一

株式会社北斗システムジャパン 小堀 吉伸

株式会社レイコム 松尾 光一／吉見 孝信
ニッポンクラウドワーキンググループOB 田邉 義隆

10社+OB会員（16人）



⮚ ２０２６年度活動概要

1. 会合および各種セミナーの実施、各種部会活動、ク
ラウドビジネス関連施設の視察

2. 部会活動を中心に『サムライクラウド』の具現化とそ
の利活用の実施

3. 「協賛支援セミナー」および「クラウドビジネス協業支
援セミナー」の開催支援

4. 他団体への活動支援による積極的な交流、および、
積極的なクラウド利活用の啓蒙

5. クラウドビジネス・テクノロジーの将来を担うクラウド
人材の育成

6. サムライクラウドサポーターの拡充
7. アクティブメンバーシップの拡充
8. 理事会および実行委員会の開催



⮚ ２０２６年度会合及びセミナー開催について

• 参画各社のクラウドケイパビリティの向上と参画各
社によるクラウドビジネス協業促進のための場とし
て、リアルとオンラインのハイブリッドにて会合を
開催する。

• 会合およびセミナー、講演会等の活動については、
計年６回以上の開催を予定する。また、東京以外で
の開催も目指す。

• 各社の「強み」を積極的に表出し、それを共有する
ための発表機会の場を多く開催する。

• 各研究部会からアウトプットを積極的に行い、実ク
ラウドビジネスに役立てる。

• 単方向の情報提供だけでなく、双方向のコミュニケ
ーションの場を積極的に企画・提供する。



⮚２０２６年度活動部会
• サムライクラウド部会
• クラウドビジネス推進部会

✔ 部会活動については、オンラインとの併用で
定期的な活動を行いながら、成果としてのア
ウトプットを行う。

✔ 共同部会開催により密に連携を図り、より効
率的に成果がアウトプットできるように努め
る。



２０２６年度の部会活動
■各部会のポジショニング

機能

サービス

技術
クラウドビジネス
推進部会

ビジネス

※「ビジネス」と「技術」、「機能」と「サービス」の二軸から会の活動範囲を表出

サムライクラウド
部会



ニッポンクラウドワーキンググループ

２０２６年度スローガン

『クラウドケイパビリティを重ね合わせ、
クラウドビジネスの可能性を拓く！』

Beyond the Clouds!
and

Advance  the “SAMURAI CLOUD”.



サムライクラウド部会
活動報告及び活動計画

部会長
野元 恒志



サムライクラウド部会 主な議題

アプリケーションのIDは統合管理され、
複数アプリを利用していることを意識
することなく利用できる。

ゼロトラスト

SSOを中心とした権限管理

クラウドアプリケーション最適化

APIによるデータ連携 アプリケーションは自社運用、Saasに
関わらず、適切な権限で、適切なリソ
ースにアクセスできる。

複数クラウドをまたがり、IDによる権
限で適切なデータにアクセスする。

API

ID

アプリケーシ
ョン

3基軸で、ゼロトラストを向上させ、

クラウドケイパビリティを

高めていく



2025年度の活動報告
＜議論＞

・自己伝播ワーム「Shai-Hulud」のサプライチェーン攻撃について
・ドキュメント類からのクイズ生成、notebookLMでの動画について
・某社UTM SSL-VPNの脆弱性問題に関して
・生成AI最新情報（AIコーディング）
・ガバメントクラウドについて（SwitchOnlyRole）
・ NGAC の実装について（ゼロトラスト）
・生成系AIの最新動向（STEM推論他）
・来期に向けたゼロトラストのアウトプットに関しての議論
・パスワードハッシュargon2に関して
・大規模情報漏洩事件の考察
・クライアント証明書プロトコルの話（CMP、SCEP、EST）
・特権ID管理 Apache Guacamole（ワカモレ）と連動したRDP権限管理
・nginx設定脆弱性の確認ツールGIXYに関して

活動実績

サムライクラウド部会 月一回程度 全11回開催



サムライクラウド2025年度の部外活動

• NCWG第７８回会合 2025年6月11日開催
サムライクラウド部会発表として、

株式会社コンピュート 取締役 福原 英之 氏
「Zero Trust Architecture その後（3回目）」

株式会社テッキーズポッド 代表 戌亥 稔 氏
「AI Agentに必要な最後のピースとは？

〜 AGIに必要なもの〜」

と題して成果発表しました。

• 神戸での部会開催（オンラインハイブリッド開催）
2025年10月30日開催



サムライクラウド2026年度の活動計画

• SAML、OpenSocialをベースとしたビジネス活用の
ための研究開発の続行

• ZTA標準化の研究による、さらなる提言の公開

• SAML、Oauthなどの認証基盤の具体的利用例や、
サービスに関しての評価議論

• 生成AIに関しての最新技術動向に関して

• MCP連携に関するセキュリティに関して

• 将来の認証技術に関しての最新テクノロジー評価

• 部会成果の発表



2026年度サムライクラウド部会２大テーマ

サムライクラウドのクラウドケイパビリティは必須！！

ゼロトラスト 生成AI

SAMLを始めとした各種
要素

セキュリティ

不足ソリューション

各社LLM動向

セキュリティ

MCPを始めとした業界標
準

IaaS

PaaS

SaaS

Private Public

デバイス

アプリケ
ーション

API

GPU
ファイル

クラウド

サムライクラウド

セキュリティ各社近況 開発の効率化



クラウドビジネス推進部会
活動報告及び活動計画

部会長
藤田 浩之



2025年度活動指針
1. NCWGがメンバー相互の交流の機会を積極的に提供する

2. NCWGメンバー誰もが気軽に参加できる場を作るとともに、

クラウドビジネスについての知の共有により、各社のクラ
ウドビジネスを活発化させる

3. クラウドの様々な利活用方法を取り上げ、各社のクラ
ウドケイパビリティの向上とクラウド人材
の育成に繋げる

結果としてクラウドサービスの利便性の向上と日本のクラウ
ドビジネスのマーケット拡大に繋げ、日本から発出するクラ

ウドビジネスモデル＝サムライクラウドの質をみがき、

相乗的にスパイラルアップさせることで、新たな価値創造と
価値向上を導く。



2025年度活動報告
・クラウドビジネスサロンの開催（計７回）
第21回 2024年11月18日（火） オンライン

「『Google Gemini』のクラウドビジネスへの活用！」

第22回 2025年1月20日（火） オンライン

「『Gemini Live』のクラウドビジネスへの活用！＋生成AI最新動向」

第23回 2025年3月31日（金） オンライン

「生成AI時代のクラウド人材育成！＋生成AI最新動向」

第24回 2025年5月19日（月） オンライン

「無限の可能性を探求、生成AI活用ブレインストーミング！」

第25回 2025年7月14日（月） オンライン

「MCPで強化された生成AIのクラウドビジネスへの活用！」

第26回 2025年9月16日（火） オンライン

「MCPで強化された生成AIのクラウドビジネスへの活用！！」

第27回 2025年10月14日（火） ハイブリッド（場所：株式会社アルティネット）

「来期に向けた部会活動取り組み検討会！」



2025年度活動報告

・会合での発表（第79回会合 2025年9月30日）
テーマ：『生成AIでクラウドケイパビリティを伸ばし、

サムライクラウドを実現する！』

■部会長発表

「MCP/A2Aの仕組みとその活用」

■部会参加メンバー発表（４社）

１．「クラウドビジネスサロンに参加してAIと仲良くなろう」

株式会社ビッグローブ 高橋 誠 氏

２．「アシロボのAI活用をアシロボ開発者に聞いてみた。」

株式会社ドヴァ 井口 和彦 氏

３．「Teasy AIエージェントと描く、AIが共に働く未来」

Fullon株式会社 田上 真也 氏

４．「受託開発・運用保守におけるMCPサービス利用事例」

株式会社アルティネット 牛草 進 氏／江原 司 氏



ご参加いただいた皆さん



2026年度活動指針
1. NCWGがメンバー相互の交流の機会を積極的に提供する

2. NCWGメンバー誰もが気軽に参加できる場を作るとともに、

クラウドビジネスについての知の共有により、各社のクラ
ウドビジネスを活発化させる

3. 将来のクラウドビジネスに有用な「道具」の積極的な利活
用方法を探求し、各社のクラウドケイパビリティの向上と
クラウド人材の育成に繋げる

結果としてクラウドサービスの利便性の向上と日本のクラウ
ドビジネスのマーケット拡大に繋げ、日本から発出するクラ

ウドビジネスモデル＝サムライクラウドの質をみがき、

相乗的にスパイラルアップさせることで、新たな価値創造と
価値向上を導く。



２０２６年度活動計画
クラウドビジネスサロンの開催と部会アウトプット

引き続き「生成AI」の活用を主軸に活動

■クラウドビジネスサロン開催日程

2025年11月17日（月） 「ローカルLLMのクラウドビジネスへの活用」 開催済み

2026年1月19日（月） ハイブリッド 場所：株式会社アルティネット

2026年3月 オンライン

2026年5月 ハイブリッド 場所：株式会社ドヴァ

2026年7月 オンライン

2026年9月 ハイブリッド

いずれも18:30～

■部会アウトプット

下期会合での発表を予定



事務局報告

２０２５年１２月３日
ニッポンクラウドワーキンググループ

事務局 尾鷲 彰一



1. 事務局について
2. 運営支援について
3. ２０２６年度を進めるにあたって

本日のアジェンダ



■事務局では、会の様々な活動に対する円滑に行える活動支援
を行っています。

例えば、以下のようなことを行っています。

・会合、セミナー準備
・実行委員会の開催準備
・会への参加申込／退会申込対応
・他会からの後援依頼、本会からの後援依頼の窓口

など

運営支援について



■実行委員会の開催準備

①実行委員会開催日程の調整

②実行委員会資料の作成

③当日の進行

運営支援について



運営支援について

■会合の開催報告 ■会合等概要

■会合等タイムスケジュール ■役割分担

など



■会への参加申込／退会申込対応

会へのメンバー、協賛の参加申込/退会申込などの対応を行います。
・申込書のやり取り対応
・パンフレットへの記載
・ホームページへの記載

運営支援について

■パンフレット ■参加メンバー ■協賛企業 ■サムライクラウドサポーター

※NCWGにご興味お持ちの方がいらっしゃいましたら、
事務局まで是非ご連絡ください。

ホームページ： https://ncwg.jp



■他会からの後援依頼、本会からの後援依頼の窓口

他の会からの後援依頼、本会からの後援依頼時の書面のやり取りなどを行ってい
ます。

・後援依頼の際の承諾書記入、ロゴ画像提供など

※NPO法人JASIPA主催
ICT総合展示会「JASIPA協業フェア」

※一般社団法人日本インターネットプロバイダー協会 クラウド部会 主催
「JAIPA Cloud Conference」への後援

など

運営支援について



２０２６年度を進めるにあたって

• 実行委員会では、会合のテーマや内容などのアイデアについて
話し合ったりしています。

• 会合では、実際にクラウドサービスを作っている／使っている
会社のリアルな事例や、AI・クラウド連携の最新テーマを聞け
ます。

• 同じような立場の人と継続的に会えるので、『ちょっと聞きた
い』ことを気軽に聞ける関係ができやすいコミュニティです。

更に良い活動ができるように、事務局として、会の様々な活動が
円滑に行える活動支援を行っていきます。



実行委員のみなさんと会を盛り上げていきます。

２０２６年度を進めるにあたって



■事務局長 尾鷲 彰一
■所在地
〒221-0822

神奈川県横浜市神奈川区西神奈川１－８－１１－１０３
株式会社オープンウェーブ 気付
TEL: 045-620-6648

※ 事務局にお電話の際は、オープンウェーブが電話に出ます
ので、尾鷲をお呼び出しください。

事務局について



ご清聴ありがとうございました。



実行委員報告

実行委員 内田 龍（株式会社ブライエ）



NCWG実行委員会 活動紹介

・実行委員会ミーティング(2か月に一度程度)

- イベントの振り返り／反省
- 会合テーマや活動内容の討議
- 次回イベントの役割調整等

・個別打ち合わせ(役割や必要に応じて)

・会場設営及び撤去
・受付(来場者管理、会費お預り、ノベルティ配布等)

・入館証管理(貸与記録、回収、返却)

・会場案内
・会合進行／補助
・質疑取りまとめ(オンライン含む)

・照明／マイク管理
・撮影
・会合レポート作成

日
常
活
動

イ
ベ
ン
ト
当
日



NCWG実行委員 紹介



NCWG実行委員会報告

NCWG全体活動 実行委員活動

2024年12月 年度報告会・13周年記念講演会『量子コンピューティング』

サムライクラウド部会

実行委員会MT・会合当日運営

2025年 1月 サムライクラウド部会／クラウドビジネスサロン（クラウドビジネス推進部会）

2月 第７６回会合『ランサムウェア』

サムライクラウド部会

実行委員会MT・会合当日運営

3月 サムライクラウド部会／クラウドビジネスサロン（クラウドビジネス推進部会）

4月 第７７回会合『クラウド人財育成』

サムライクラウド部会

実行委員会MT・会合当日運営

5月 協賛支援セミナー（さくらインターネットさん）『ソブリンクラウド・AI循環型エコシステム』

サムライクラウド部会／クラウドビジネスサロン（クラウドビジネス推進部会）

6月 第７８回会合『ゼロトラスト・AIエージェント』

サムライクラウド部会

実行委員会MT・会合当日運営

7月 協賛支援セミナー（リンクさん）『DMARC・AI解析人財経営DX』

サムライクラウド部会／クラウドビジネスサロン（クラウドビジネス推進部会）

8月 サムライクラウド部会 実行委員会MT

9月 第７９回会合『MCP/A2A・各社AI取り組み』

石狩データセンター見学会(さくらインターネットさん)

サムライクラウド部会／クラウドビジネスサロン（クラウドビジネス推進部会）

10月 第８０回会合『ロボティクスとAI』

サムライクラウド部会／クラウドビジネスサロン（クラウドビジネス推進部会）

会合当日運営

11月 サムライクラウド部会／クラウドビジネスサロン（クラウドビジネス推進部会） 実行委員会MT

12月 年度報告会・14周年記念講演会 実行委員会MT・会合当日運営



設立１４周年講演会

「AI社会を支えるクラウド、
データセンターの未来像」

NTTドコモビジネス株式会社
イノベーションセンター IOWN推進室、技術戦略部門（兼務）

国際大学グローバル・コミュニケーション・センター 客員研究員
NCWGサムライクラウドサポーター

林 雅之（はやし まさゆき） 氏



閉会のご挨拶

副会長 野元 恒志



ニッポンクラウドワーキンググループ

２０２６年度スローガン

『クラウドケイパビリティを重ね合わせ、
クラウドビジネスの可能性を拓く！』

Beyond the Clouds!
and

Advance  the “SAMURAI CLOUD”.
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